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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月14日(2019.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが投稿した情報を用いて、プロモーションを行う対象に対する当該ユーザの購入
に関する解析を行う解析手段と、
　前記解析手段の解析結果に基づき、前記プロモーションを行う対象を購入していないユ
ーザを特定する特定手段と、
　前記特定手段により特定したユーザに対するプロモーションに係る情報を出力する出力
手段と、
　を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記特定手段は、前記プロモーションを行う対象の購入を検討しているユーザを特定す
ることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記特定手段は、前記プロモーションを行う対象と同分類の対象を購入しているユーザ
を特定し、
　前記出力手段は、前記特定手段により特定したユーザに対して、前記プロモーションを
行う対象に関する前記プロモーションに係る情報を出力することを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記特定手段は、前記プロモーションを行う対象と同分類の対象を購入しているユーザ
であって、前記同分類の対象に対して否定的なユーザを特定することを特徴とする請求項
３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記特定手段は、前記同分類の対象に対して否定的なユーザであって、前記同分類の対
象を購入してから所定期間経過しているユーザを特定することを特徴とする請求項４に記
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載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記プロモーションを行う対象に必要とされる対象に関する必要情報を記憶する記憶手
段を備え、
　前記特定手段は、前記プロモーションを行う対象と同分類の対象を購入しているユーザ
であって、前記記憶手段に記憶された必要情報に基づいて、前記プロモーションを行う対
象に必要とされる対象を購入しているユーザを特定することを特徴とする請求項３乃至５
の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　ユーザが投稿した情報を用いて、プロモーションを行う対象に対する当該ユーザの購入
に関する解析を行う解析手段と、
　プロモーションを行う対象に関連する対象に関する関連情報を記憶する記憶手段と、
　前記解析手段により前記プロモーションを行う対象を購入しているユーザに対して前記
記憶手段に基づいて前記プロモーションを行う対象に関連する対象のプロモーションに係
る情報を出力する出力手段と、
　を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項８】
　前記出力手段は、前記解析手段によって当該ユーザが購入を検討している対象を、当該
ユーザが購入していない場合、当該対象のプロモーションに係る情報を出力することを特
徴とする請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　ユーザが投稿した情報を用いて、プロモーションを行う対象に対する当該ユーザの購入
に関する解析を行う解析手段と、
　前記解析手段の解析結果に基づき、前記プロモーションを行う対象を購入していないユ
ーザを特定する特定手段と、
　前記特定手段により特定したユーザに対するプロモーションに係る情報を生成する生成
手段と、
　を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項１０】
　投稿の分析を指示するためのクライアント端末と通信可能なように接続された情報処理
装置からなる情報処理システムであって、
　前記クライアント端末は、
　前記情報処理装置の送信手段によって送信されたプロモーションに係る情報を受信する
受信手段と、
　前記受信手段によって受信したプロモーションに係る情報を表示する表示手段と、
　を備え、
　前記情報処理装置は、
　ユーザが投稿した情報を用いて、プロモーションを行う対象に対する当該ユーザの購入
に関する解析を行う解析手段と、
　前記解析手段の解析結果に基づき、前記プロモーションを行う対象を購入していないユ
ーザを特定する特定手段と、
　前記特定手段により特定したユーザに対してプロモーションに係る情報を生成する生成
手段と、
　前記生成手段によって生成したプロモーションに係る情報を送信する送信手段と、
　を備えたことを特徴とする情報処理システム。
【請求項１１】
　投稿の解析を行う情報処理装置の制御方法であって、
　ユーザが投稿した情報を用いて、プロモーションを行う対象に対する当該ユーザの購入
に関する解析を行う解析ステップと、
　前記解析ステップの解析結果に基づき、前記プロモーションを行う対象を購入していな
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いユーザを特定する特定ステップと、
　前記特定ステップにより特定したユーザに対してプロモーションに係る情報を出力する
出力ステップと、
　を実行することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、
　ユーザが投稿した情報を用いて、プロモーションを行う対象に対する当該ユーザの購入
に関する解析を行う解析手段と、
　前記解析手段の解析結果に基づき、前記プロモーションを行う対象を購入していないユ
ーザを特定する特定手段と、
　前記特定手段により特定したユーザに対してプロモーションに係る情報を出力する出力
手段と、
　して機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１３】
　サイトの投稿の分析を指示するためのクライアント端末と、ネットワークを介して接続
された情報処理装置からなる情報処理システムの制御方法であって、
　前記クライアント端末は、
　前記情報処理装置の送信ステップによって送信されたプロモーションに係る情報を受信
する受信ステップと、
　前記受信ステップによって受信したプロモーションに係る情報を表示する表示ステップ
と、
　を実行し、
　前記情報処理装置は、
　ユーザが投稿した情報を用いて、プロモーションを行う対象に対する当該ユーザの購入
に関する解析を行う解析ステップと、
　前記解析ステップの解析結果に基づき、前記プロモーションを行う対象を購入していな
いユーザを特定する特定ステップと、
　前記特定ステップにより特定したユーザに対してプロモーションに係る情報を生成する
生成ステップと、
　前記生成ステップによって生成したプロモーションに係る情報を送信する送信ステップ
と、
　を実行することを特徴とする情報処理システムの制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の目的は、プロモーションを行いたい対象に関して、ユーザに対して効果的なプ
ロモーションを行うための仕組みを提供することである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記課題を解決するための第１の発明は、ユーザが投稿した情報を用いて、プロモーシ
ョンを行う対象に対する当該ユーザの購入に関する解析を行う解析手段と、前記解析手段
の解析結果に基づき、前記プロモーションを行う対象を購入していないユーザを特定する
特定手段と、前記特定手段により特定したユーザに対してプロモーションに係る情報を出
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力する出力手段と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記課題を解決するための第２の発明は、投稿の分析を指示するためのクライアント端
末と通信可能なように接続された情報処理装置からなる情報処理システムであって、前記
クライアント端末は、前記情報処理装置の送信手段によって送信されたプロモーションに
係る情報を受信する受信手段と、前記受信手段によって受信したプロモーションに係る情
報を表示する表示手段と、を備え、前記情報処理装置は、ユーザが投稿した情報を用いて
、プロモーションを行う対象に対する当該ユーザの購入に関する解析を行う解析手段と、
前記解析手段の解析結果に基づき、前記プロモーションを行う対象を購入していないユー
ザを特定する特定手段と、前記特定手段により特定したユーザに対してプロモーションに
係る情報を生成する生成手段と、前記生成手段によって生成したプロモーションに係る情
報を送信する送信手段と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記課題を解決するための第３の発明は、投稿の解析を行う情報処理装置の制御方法で
あって、ユーザが投稿した情報を用いて、プロモーションを行う対象に対する当該ユーザ
の購入に関する解析を行う解析ステップと、前記解析ステップの解析結果に基づき、前記
プロモーションを行う対象を購入していないユーザを特定する特定ステップと、前記特定
ステップにより特定したユーザに対してプロモーションに係る情報を出力する出力ステッ
プと、を実行することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　上記課題を解決するための第４の発明は、コンピュータを、ユーザが投稿した情報を用
いて、プロモーションを行う対象に対する当該ユーザの購入に関する解析を行う解析手段
と、前記解析手段の解析結果に基づき、前記プロモーションを行う対象を購入していない
ユーザを特定する特定手段と、前記特定手段により特定したユーザに対してプロモーショ
ンに係る情報を出力する出力手段と、して機能させることを特徴とするプログラム。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上記課題を解決するための第５の発明は、サイトの投稿の分析を指示するためのクライ
アント端末と、ネットワークを介して接続された情報処理装置からなる情報処理システム
の制御方法であって、前記クライアント端末は、前記情報処理装置の送信ステップによっ
て送信されたプロモーションに係る情報を受信する受信ステップと、前記受信ステップに
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よって受信したプロモーションに係る情報を表示する表示ステップと、を実行し、前記情
報処理装置は、ユーザが投稿した情報を用いて、プロモーションを行う対象に対する当該
ユーザの購入に関する解析を行う解析ステップと、前記解析ステップの解析結果に基づき
、前記プロモーションを行う対象を購入していないユーザを特定する特定ステップと、前
記特定ステップにより特定したユーザに対してプロモーションに係る情報を生成する生成
ステップと、前記生成ステップによって生成したプロモーションに係る情報を送信する送
信ステップと、を実行することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明によれば、プロモーションを行いたい対象に関して、ユーザに対して効果的なプ
ロモーションを行うことができるという効果を奏する。
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